第１号様式（第７条関係）
水道料金・下水道使用料減免申請書
　　北方町長　様

　　北方町上水道給水条例及び北方町下水道条例の定めるところにより、下記のとおり水道料金・下水道使用料の減免を受けたいので申請します。
	申請年月日
	　　　　　　　年　　　月　　　日

	申請する事業
	□ 上下水道とも　 □ 上水道のみ　 □ 下水道のみ

	申請者
	住所　
氏名　
電話番号　　　　　(　　　)

	使用者
	□ 申請者と同じ　　□ 申請者と異なる（下に記入してください。）

	
	使用場所　
氏名　

	申請理由
（該当理由に☑）
	□ 災害により料金の納付が困難
□ 日常的に管理ができない箇所からの漏水
□ 赤水（錆を含んだ水）の放水〔事前連絡が必要です。〕
□ 受水槽からの漏水〔警報装置の取付けが条件です。〕
□ その他（下に具体的な内容を記入してください。）
　

	申請理由が漏水の場合に記入
	漏水箇所
	

	
	修理完了日
	年　　月　　日
	修理後の
量水器指針
	　㎥

	
	量水器口径
	　mm
	量水器番号
	

	
	修理した指定給水装置工事事業者の番号及び名称
	（指定給水装置工事事業者番号：　　　　）


	処理内容
	


【添付書類】（災害の場合）り災証明書又は収支の状況が分かるもの
（漏水の場合）漏水箇所の状況（修理前、漏水状況、修理後）及び修理完了後の量水器指針が分かる写真

【漏水により水道料金・下水道使用料の減免を申請するときの注意事項】

・申請時に修理状況等のわかる写真が必要となります。修理を依頼する事業者に減免申請を行う旨を説明し、必ず状況写真を撮影してもらってください。

・修理は、町が適正な資格を持つと認める「指定給水装置工事事業者」（以下「指定事業者」といいます。）が実施する必要があります。指定事業者以外の事業者が修理した場合は、いかなる理由であっても減免の対象とはなりませんので注意してください。この指定事業者は、町のホームページで確認することができます。

・漏水発見後は、速やかに修理を行う必要があります。漏水している事実を知りながら放置しいた場合は、減免の対象となりません。また、故意に破損させるなど善良な管理を行っていないと認められる場合も同様です。

・受水槽からの漏水の場合、警報装置が取り付けられていないとき（警報装置の故障による場合を除きます。）は減免の対象とはなりません。

・漏水により減免できるのは１回の検針分（２か月間の使用水量・使用汚水量）で、下表のとおりです。
	
	水道料金
	下水道使用料

	減免金額
	対象となる漏水時の水量と下の認定水量の２倍との差に係る水量分の金額
	対象となる漏水時の汚水量と下の認定水量との差に係る水量分の金額

	認定水量
	次の順に認定水量を決定します。
①　前年同期間並みの使用水量
②　前期間並みの使用水量
③　漏水が長期にわたる場合は、修理後の次回検針時の水量
④　①～③以外の場合は、基本料金内の最大水量に使用月数を乗じて得た水量
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